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一
、
内
閣
府
の
再
エ
ネ
資

料
に
、
中
国
企
業
の
ロ
ゴ

がこ
の
事
件
が
、
今
N
e
t

界
隈
で
大

炎
上
し
て
い
る
。

3
月
24
日
付
、『
産
経
新
聞
』
の
奥
原

新
平
記
者
の
第
一
報
。

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
向
け

た
規
制
の
見
直
し
を
目
指
す
内
閣
府
の

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
特
別
作
業
班
）
で

提
出
さ
れ
た
資
料
の
一
部
に
、
中
国
企

業
の
透
か
し
が
入
っ
て
い
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。
内
閣
府
規
制
改
革
推
進
室
が

23
日
、
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
の
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
で
認
め
た
。

資
料
は
22
日
と
昨
年
12
月
25
日
な
ど

に
開
か
れ
た
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
に
関
す
る
規
制
等
の
総
点
検
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
」
で
出
さ
れ
た
も
の
で
、
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
民
間
構
成
員
が
提
出

し
た
。
中
国
の
電
力
会
社
「
国
家
電
網

公
司
」
の
企
業
名
や
ロ
ゴ
が
確
認
で
き

る
と
い
う
。

推
進
室
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の

民
間
構
成
員
が
事
業
局
長
を
務
め
る
財

団
法
人
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
」（
東

― 再エネは、

　　 中国の為にある ―



京
都
港
区
）
が
過
去
に
行
っ
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
、
財
団
の
関
係
者
が
登
壇

し
た
際
の
資
料
を
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で

使
っ
た
と
こ
ろ
、
ロ
ゴ
が
残
っ
て
い
た

と
い
う
。
‥
‥
‥
」

『
読
売
新
聞
』
は
、
5
日
後
に
掲
載
し

た
が
、
メ
デ
ィ
ア
で
は
外
国
な
ら
大
騒
動

に
な
る
も
、何
故
か
取
り
上
げ
て
い
な
い
。

二
、
各
党
で
紛
糾

こ
の
「
中
国
ロ
ゴ
資
料
」
は
、内
閣
府
、

経
産
省
、
金
融
庁
で
も
使
わ
れ
て
い
た
。

当
の
河
野
太
郎
規
制
改
革
担
当
相
は

同
日
、
Ｘ
で
「
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
不
備

で
お
騒
が
せ
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
今

後
は
対
策
を
強
化
し
同
じ
よ
う
な
こ
と

が
起
き
な
い
よ
う
徹
底
し
て
い
く
」
と

書
き
込
ん
だ
。

国
民
民
主
党
の
玉

木
雄
一
郎
代
表
も
、

「
再
エ
ネ
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
は
、
深
刻

な
ガ
バ
ナ
ン
ス
上
の

問
題
が
あ
り
、
ル
ー

ル
を
逸
脱
し
た
脱
法

行
為
で
あ
り
、
許
さ

れ
な
い
。
辞
任
で
幕

引
き
に
す
べ
き
で
な

い
」
と
会
見
。

国
民
民
主
党
の
榛し

ん
ば葉

賀か

づ

や

津
也
幹
事
長

は
記
者
会
見
で
「
な
ぜ
河
野
さ
ん
が
財

団
を
度
々
重
用
す
る
の
か
、
大
林
ミ
カ

さ
ん
を
使
わ
れ
る
の
か
、
ご
自
身
の
発

想
な
の
か
、
政
府
の
ア
イ
デ
ア
で
使
っ

て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
、追
及
。

高
市
早
苗
経
済

安
全
保
障
担
当

相
は
26
日
、「
他

国
か
ら
干
渉
さ
れ

る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
述
べ
、
27

日
の
内
閣
委
員
会

の
質
疑
で
、「
そ
も
そ
も
あ
の
審
議
会
の

メ
ン
バ
ー
を
選
ぶ
に
、
し
っ
か
り
と
留

意
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
書
類
が
出
て
き
た
ら
、
私

の
場
合
は
切
れ
ま
す
」
と
胸
の
す
く
痛

快
な
答
弁
を
し
た
。

齋
藤
健
経
産
相
も
「
当
面
、
資
料
の

提
出
者
が
所
属
す
る
財
団
か
ら
の
意
見

聴
取
を
控
え
る
」
と

明
言
し
た
。

し
か
し
、
当
の
河

野
大
臣
は
、
謝
罪
会

見
で
「
ネ
ト
ウ
ヨ
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が
騒
い
で
る
だ
け
だ
ろ
」
と
吐
き
捨

て
た
。
岸
田
政
権
に
よ
る
更
迭
も
予
測

さ
れ
て
い
る
。

内
閣
府
が
、
こ
の
件
で
資
料
等
を
サ

イ
ト
か
ら
削
除
し
た
S
N
S
上
の
隠
蔽
。

当
然
保
存
す
べ
き
公
文
書
管
理
は
。
内

閣
の
N
S
C
（
国
家
安
全
保
障
会
議
）

の
徹
底
調
査
も
、
何
処
ま
で
の
も
の
か
。

第
三
者
機
関
の
検
証
も
、
工
作
員
が
紛

れ
込
ん
で
い
る
疑
い
が
出
て
来
た
。

三
、
事
務
局
長
・
大
林
ミ

カ
と
は
？

抑そ
も
そ
も々

、
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
の
民
間

構
成
員
な
る
大
林

ミ
カ
と
は
何
者
な

の
か
。
反
原
発
活

動
家
で
、
国
籍
も

履
歴
も
不
明
と
い

う
が
。

彼
女
の
プ
レ
ゼ

ン
用
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
の
テ
ン
プ
レ
ー

ト
に
中
国
国
営
企
業
の
電
網
有
限
公
司
の

透
か
し
ロ
ゴ
が
入
っ
て
い
た
の
が
発
端
。

世
間
に
顔
が
晒
さ
れ
る
前
に
、
即
辞

任
。
所
属
団
体「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
」

H
P
で
は
、「
今
回
の
事
態
を
受
け
、
無

用
な
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
、
当
財
団

は
G
E
I
D
C
O
（
後
述
） 
自
体
か
ら

脱
退
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
当
然
な

が
ら
理
事
会
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
外
れ
ま

す
。（
略
）」
と
発
表
。
し
か
し
な
が
ら
、

X
で
は
「
同
団
体
に
は
中
国
政
府
が
強

く
関
与
し
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

河
野
大
臣
か
ら
の
推
薦
と
さ
れ
る
も
、

直
接
任
命
し
、
防
衛
大
臣
時
代
か
ら
重

用
し
た
蜜
月
関
係
で
も
あ
っ
た
。

習
近
平
国
家
主
席
が
、
国
連
で
提
唱

し
た
「
一
帯
一
路
／
再
エ
ネ
・
相
互
接

続
戦
略
」
で
、
令
和
元
年
の
河
野
太
郎

外
務
大
臣
時
か
ら
、
大
林
ミ
カ
、
そ
し

て
三
菱
銀
行
出
の
Ｗ
Ｗ
Ｆ
（
世
界
自
然

保
護
基
金
）
ジ
ャ
パ
ン
末
吉
竹
二
郎
副

理
事
長
の
三
者
が
、
原
発
抜
き
再
エ
ネ

推
進
で
頻
繁
に
会
合
に
出
席
し
て
、
顔

を
合
わ
せ
て
い
た
。

そ
し
て
、「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
」

主
催
イ
ベ
ン
ト
「
R
e
v
i
s
i
o
n
2
0
1
9
」、

テ
ー
マ
『
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
』
に

お
い
て
も
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
大
林
ミ
カ
、

閉
会
メ
ッ
セ
ー
ジ
末
吉
竹
二
郎
、
来
賓

挨
拶
河
野
太
郎
と
毎
回
揃
い
、
中
国
国

家
気
候
変
動
戦
略
研
究
・
国
際
協
力
セ

ン
タ
ー
か
ら
李

リ
ー
 
ジ
ュ
ン
フ
ェ
ン

俊
峰
教
授
と
王

ワ
ン
 
ジ
ョ
ン
ジ
ン

仲
穎

中
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所 

所
長
代
理
の

プ
レ
ゼ
ン
が
あ
っ
た
。
か
く
も
、
親
密

な
中
国
と
三
者
の
友
誼
交
流
が
あ
っ
た

事
は
否
め
な
い
。

ち
な
み
に
、
彼
女
の
師
は
、
物
理
学

者
で
脱
原
発
論
者
の
高
木
仁
三
郎
氏
。

後
述
す
る
環
境
学
者
・
飯
田
哲
也
氏
と

も
交
遊
が
深
い
。

四
、
国
家
電
網
の
作
成
か

「
財
団
の
数
年
前
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

中
国
の
当
該
企
業
関
係
者
が
登
壇
し
た

際
の
資
料
の
一
部
を
使
用
し
た
と
こ
ろ
、

テ
ン
プ
レ
ー
ト
に
ロ
ゴ
が
残
っ
て
し

ま
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
な
お
、

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
」
と
中
国
政
府
・

企
業
と
は
人
的
・
資
本
的
な
関
係
は
な

い
と
の
こ
と
で
す
」
と
河
野
大
臣
は
弁

明
し
た
。

「
こ
の
内
閣
府
の
説
明
は
、
嘘
で
あ

る
」と

、
経
済
学
者
・
池
田
信
夫
ア
ゴ
ラ

https://shakaiseikatsumatome.blog.jp/
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研
究
所
所
長

は
指
摘
し
て

い
る
。

「
ロ
ゴ
の

位
置
が
違
う

上
に
無
関
係

な
全
て
の
ス
ラ
イ
ド
18
枚
中
17
枚
に

透
か
し
が
入
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
単
に

昔
の
ス
ラ
イ
ド
を
コ
ピ
ー
し
た
の
で
は

な
く
、
何
者
か
が
国
家
電
網
の
テ
ン
プ

レ
ー
ト
で
資
料
を
書
い
た
こ
と
を
意
味

す
る
」。
更
に
可
能
性
と
し
て

1
，「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
」
に
、
中

国
の
工
作
員
が
入
り
込
ん
で
い
る
。

2
，
大
林
氏
自
身
が
工
作
員
で
あ
る
。

3
，
国
家
電
網
が
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

財
団
」
の
資
料
を
作
成
し
た
。

と
の
可
能
性
を
示
し
、
特
に
こ
の
３

が
、
経
済
安
全
保
障
に
と
っ
て
重
大
で

あ
る
と
指
摘
す
る
。

「
お
そ
ら
く
国
家
電
網
で
は
す
べ
て
の

ス
ラ
イ
ド
作
成
に
透
か
し
を
使
い
、
部

外
秘
の
情
報
が
流
出
し
た
ら
分
か
る
よ

う
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
」。

何
と
、
同
ス
ラ
イ
ド
が
国
連
や
E
U

（
欧
州
連
合
）
の
会
場
で
も
使
用
さ
れ
て

い
た
。

私
も
、
今
ま
で
幾
度
も
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
で
講
演
を
し
て
き
た
が
、
河
野
大

臣
の
説
明
は
有
り
得
な
い
だ
ろ
う
。
資

料
の
一
部
を
転
載
し
た
だ
け
で
は
、
背

面
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
ま
で
は
コ
ピ
ー
さ

れ
な
い
か
ら
だ
。

池
田
信
夫
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

国
家
電
網
が
所
持
し
て
い
る
デ
ー
タ

フ
ァ
イ
ル
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と

な
し
に
、
こ
の
状
況
は
再
現
し
な
い
の

だ
。
両
者
の
深
い
信
頼
関
係
が
な
い
と
、

デ
ー
タ
な
ど
渡
せ
な
い
は
ず
だ
。

更
に
、
河
野
大
臣
が
「
現
時
点
で
は
、

特
に
ウ
イ
ル
ス
で
あ
っ
た
り
、
何
か
有
害

な
要
素
が
あ
っ
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
」
と
い
う
的
外
れ
な
弁
明
。
あ
の

「
ワ
ク
チ
ン
太
郎
」「
コ
オ
ロ
ギ
太
郎
」
に

続
き
、
3
度
目
の
「
ロ
ゴ
太
郎
」
の
嘘
太

郎
を
塗
り
重
ね
て
い
る
。
次
期
総
理
候
補

だ
け
は
、
自
ら
差
し
控
え
て
戴
き
た
い
。

五
、
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
問
題

と
酷
似

こ
れ
で
は
ま
る
で
、
日
本
の
片
田
舎
・

仁
木
町
で
起
こ
っ
た
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
問

題
と
同
じ
で
は
な
い
か
。（「
風
の
祈
り
」

第
15
章
参
照
）

林
幸
治
副
町
長
が
自
ら
記
し
た
と
い

う
、
実
は
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
が
作
り
込
ん

だ
「
仁
木
町
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
報
告
書
や
仕
様
書
。
中
国
国
営

企
業
「
国
家
電
網
公
司
」
が
作
成
し
た

も
の
を
、
自
然
エ
ネ
財
団
が
使
い
回
し

し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い

た
こ
と
と
酷
似
し
て
い
る
。

し
か
も
、
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
の
元
社
長
・

島
田
氏
は
、
2
0
1
8
年
12
月
、
何
と

中
国
繫
が
り
の
事
業
を
提
案
し
て
締
結

し
て
い
た
の
だ
。
全
国
5
7
3
市
町
村

が
参
加
す
る
「
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
活
用

し
た
地
域
活
性
化
推
進
首
長
連
合
」
は
、

宮
城
県
名
取
市
を
拠
点
に
地
域
創
生
事
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業
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
「
ワ
ン
テ
ー
ブ

ル
」
と
中
国
の
大
手
電
子
決
済
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
「
ラ
カ
ラ
ジ
ャ
パ
ン
」
と
共
同

で
『
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
×
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

地
域
経
済
活
性
化
最
先
端
モ
デ
ル
事
業
』

を
開
始
し
た
。
怪
し
い
企
業
の
因
縁
め

い
た
悪
夢
を
、
再
び
と
観
る
思
い
だ
。

六
、
河
野
太
郎
氏
の
背
景

今
回
の
事
件
は
、
日
本
安
全
保
障
の

危
機
を
揺
る
が
す
一
大
事
だ
。

今
日
ま
で
30
回
開
か
れ
た
、
こ
の
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス 

（
T
F
／
特
別
作
業
班
）
わ

ず
か
4
名
の
民
間
構
成
員
（
他
に
、
山
田

正
人
参
事
官
（
元
官
僚
・
元
河
野
大
臣
秘

書
）
が
係
わ
っ
て
い
る
）
は
、
河
野
エ
ネ

ル
ギ
ー
大
臣
の

推
薦
で
は
な
く

直
接
任
命
、
周

知
の
仲
で
あ

る
。
た
だ
T
F

は
意
思
決
定
機

関
で
は
な
い
。
だ
が
決
定
に
有
利
に
誘
導

す
る
た
め
に
自
ら
設
立
し
た
私
的
前
段
組

織
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
。
そ
の
誘

導
と
は
何
か
。利
権
で
あ
る
。

弟
・
二
郎
氏
が
、
中
国
に
合

弁
会
社
（
B
O
E

40
％
・

日
本
端
子
60
％
）
も
あ

る
㈱
日
本
端
子
社
長
。

中
国
製
ソ
ー
ラ
ー
に
欠

か
せ
な
い
部
品
製
造
だ
。

日
本
に
売
り
込
め
ば
売

り
込
む
ほ
ど
儲
か
る
。

再
エ
ネ
推
進
派
は
当
然

の
成
り
行
き
で
あ
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
超
親
中

議
員
と
企
業
、
誰
よ
り

も
最
大
の
利
権
屋
で
は

な
い
か
。
太
陽
光
パ
ネ

ル
世
界
一
の
B
O
E（
京

東
方
科
技
集
団
）
4
兆

円
企
業
と
、
2
0
0
億

円
の
河
野
一
族
の
対
等

の
付
き
合
い
は
、
互
い

の
政
治
利
用
よ
り
他
に

由
は
な
い
。
ま
さ
に
日

本
司
令
塔
で
あ
る
。

あ
の
横
柄
で
横
暴
な

議
会
答
弁
を
T
V
で

見
た
で
あ
ろ
う
か
。

平
成
30
年
12
月
の
記

者
会
見
で
、
ロ
シ
ア
と

の
平
和
条
約
締
結
交
渉

5

https://rapt-plusalpha.com/

www.instagram.com/2488nishihara

https://twitter.com/7Znv478Zu8TnSWj

https://www.youtube.com/watch?v=C_Eo9ke7Fbw

https://
www.youtube.com/
watch?v=jUgeZBL
2lKI&t=6s

山田正人参事官
https://www.fnn.jp/



を
め
ぐ
る
記
者
の
質
問

に
対
し
、「
次
の
質
問
ど

う
ぞ
」
と
４
回
繰
り
返

し
は
ぐ
ら
か
し
、
答
弁

拒
絶
し
た
場
面
は
記
憶

に
新
し
い
。
令
和
5
年

2
月
の
衆
院
予
算
委
で

は
原
発
政
策
や
外
相
時

代
に
関
わ
っ
た
北
方
四

島
を
巡
る
日
露
交
渉
な

ど
「
所
管
外
だ
」
と
の
答
弁
を
12
回
繰
り

返
し
た
。

今
回
も
明
ら
か
に
所
管
内
の
問
題
に

も
拘
わ
ら
ず
「
所
管
外
」
の
答
弁
で
、

8
度
も
突
っ
ぱ
ね
た
態
度
。
こ
の
信
じ

が
た
い
不
誠
実
な
政
治
姿
勢
は
、
将
来

大
い
な
る
危
惧
を
抱
か
せ
る
。
ま
さ
に
、

河
野
三
代
目
に
し
て
身

し
ん
し
ょ
う上

潰
さ
ん
と
す
。

七
、
防
衛
大
臣
時
代

河
野
氏
は
防
衛
相
時
代
の
令
和
元
年

に
は
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
施
設
で
再
エ

ネ
比
率
1
0
0
％
の
電
力
調
達
を
掲

げ
、
現
段
階
で
50
％
に
進
ん
で
い
る
。

1
0
0
％
達
成
さ
れ
た
施
設
も
あ
る
。

あ
る
基
地
で
は
華
僑
系
タ
イ
資
本
事
業

者
か
ら
再
エ
ネ
が
供
給
さ
れ
て
い
る
。

隊
内
の
電
力
使
用

状
況
と
情
報
は
、
手

に
取
る
よ
う
に
海
外

に
筒
抜
け
に
把
握
さ

れ
る
。
防
衛
の
基
本

を
逸
脱
し
た
無
思
慮

に
驚
く
ば
か
り
だ
。

自
衛
隊
へ
の
電
力

供
給
に
つ
い
て
は
国

内
事
業
者
に
限
る
べ

き
だ
。
そ
し
て
、
再
エ
ネ
化

は
危
険
極
ま
り
な
い
。
火
力

電
力
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
常

時
必
要
だ
か
ら
だ
。
再
エ
ネ

だ
か
ら
安
全
で
な
く
、
有
事

や
災
害
時
に
は
稼
働
し
な
い
、

何
の
役
に
も
立
た
な
い
と
い

う
大
欠
点
を
何
故
知
ら
な
い

かくも外国企業に自衛隊電力は 100％牛耳られている！！！
BJP バンブージャパン㈱　

防衛省資料より https://www.mod.go.jp/
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防衛大臣時代の河野氏 https://dailydefense.jp/



の
か
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

例
、
能
登
の
例
、
風
車

破
壊
、
ソ
ー
ラ
ー
炎
上

の
実
例
は
い
く
ら
で
も

あ
る
。
こ
れ
は
基
本
の

大
前
提
な
は
ず
だ
。
無

風
の
時
、
曇
り
の
時
、

ど
う
す
る
の
だ
。
何
故
、

再
エ
ネ
強
行
に
走
っ
た

か
、
極
め
て
怪
し
い
の

だ
。
再
エ
ネ
を
避
け
る
こ

と
こ
そ
、
最
大
の
国
家

安
全
保
障
対
策
で
は
な

い
か
。
何
故
、
大
臣
が

知
ら
ぬ
か
。
い
や
、
寧む

し

ろ
、
知
ら
ぬ
は
ず
は
な
い
。
そ
う
仕
向
け

た
勢
力
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
い

ざ
、
外
国
が
侵
攻
し
た
時
、
軍
機
も
飛

び
立
て
な
い
、
軍
艦
も
進
水
出
来
な
い
。

そ
ん
な
シ
ナ
リ
オ
を
誰
が
画
い
た
の
か
。

そ
し
て
、
自
国
で
電
力
自
給
せ
ず
中
国

や
ロ
シ
ア
に
依
存
す
れ
ば
、
有
事
に
は
中

露
に
生
殺
与
奪
の
権
を
握
ら
れ

る
。
ド
イ
ツ
6
万
基
の
風
車
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
、
全
く
無
用

の
長
物
。
何
の
役
に
も
立
た
な

か
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
天
然
ガ
ス
供

給
が
断
た
れ
た
か
ら
だ
。
再
エ
ネ

の
国
家
上
げ
て
の
大
失
策
を
、
世

界
に
示
し
た
。
改
め
て
、
火
力
な

し
に
、
再
エ
ネ
は
稼
働
し
な
い
こ

と
を
肝
に
銘
じ
る
べ
し
。

八
、
再
エ
ネ
議

連
と
「
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
財
団
」

あ
の
「
日
本
風
力
開
発

㈱
」
か
ら
6
，1
4
6
万

円
の
受
託
収
賄
で
逮
捕
さ

れ
た
秋
本
真
利
議
員
は
、

再
エ
ネ
議
連
（
柴
山
昌
彦

会
長
、
小
泉
進
次
郎
会
長

代
理
）
の
事
務
局
長
で
あ
っ
た
。
河
野

太
郎
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
は
、
そ
の

顧
問
で
も
あ
る
。
秋
本
氏
と
は
学
生
時

代
か
ら
の
師
弟
関
係
で
も
あ
る
。
河
野

大
臣
が
、
金
銭
授
受
に
関
し
て
無
関
係

で
あ
る
こ
と
は
有
り
得
な
い
。
今
の
裏

金
問
題
と
同
じ
、
ト
カ
ゲ
の
尻
尾
切
り

だ
。
そ
れ
に
し

て
も
、
こ
の
事

件
後
、
再
エ
ネ

賦
課
金
も
上
が

り
、
鳴
り
を
潜

め
て
い
た
再
エ

ネ
議
連
が
、
ほ

と
ぼ
り
が
冷
め

た
の
か
、
こ
の

ほ
ど
ま
た
活
動

を
再
ス
タ
ー
ト

し
た
。
卑ひ

ろ
う陋

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

言
わ
ず
も
が
な
、
各
再
エ
ネ
事
業
者
か

ら
、
議
連
は
献
金
を
受
け
る
。
そ
れ
が
目

的
で
、
自
民
党
4
0
0
名
の
内
1
0
0

名
以
上
が
今
な
お
所
属
し
て
い
る
。

そ
し
て
同
じ
よ
う
に
「
自
然
エ
ネ
ル

太陽光パネル大炎上（鹿児島）

https://www.nikkei.com/

7

KOJI HIRAI　平井宏治
産経新聞の記事を図示するとこうなります。 阿比留瑠比の「極言御免。再エネ賦課
金を廃止しよう」。我々が電気代と共に強制徴収される再エネ賦課金（総額５兆円）
のうち、２－３兆円が中国へ贈与されている。 再エネ利権と再エネ議連。日本風力
開発事件は、再エネ利権の氷山の一角にすぎないだろう（出典【前代未聞】河野太郎を「中
国共産党の犬」と呼んだら訴えられました【くつざわ亮治×平井宏治×山根真＝デイリーWiLL】より）

能登半島地震では 73 基の風力発電全て
が停止した https://www.tokyo-np.co.jp/

https://www.tokyo-np.co.jp/



ギ
ー
財
団
」
も
献
金
を
受
け
て
い
た
の

だ
。
且
つ
、
い
と
も
易
々
と
「
公
益
財

団
法
人
」
の
申
請
は
下
り
た
。

財
団
で
、
特
任
研
究
員
の
高
橋
洋

法
政
大
学
教
授
も
再
エ
ネ
T
F
構

成
員
で
大
林
氏
の
仲
間
。
4
人
の
う

ち
2
人
が
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
」

だ
っ
た
。
内
閣
府
で
は
、
セ
キ
ュ
リ

テ
イ
ー
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
（
Ｓ
Ｃ
、

適
格
性
評
価
）
の
基
準
も
な
く
、
ス

パ
イ
防
止
法
も
届
か
な
い
。

内
閣
府
設
置
法
第
37
条
第
2
項
に

基
づ
き
設
置
さ
れ
た
審
議
会
。
再
エ

ネ
T
F
は
何
ら
法
的
根
拠
が
な
く
、

そ
の
提
言
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
岸
田

社
長
）
会
長
が
、
私
財
10
億
円
以
上
投

じ
て
設
立
。
元
米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長

官
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
チ
ュ
ー
と
と
も

に
就
任
し
た
。

九
、
静
か
な
る
日
本
侵
略

孫
氏
は
、
２
０
１
６
年
設
立
の
国
際

送
電
網
の
構
築
を
め
ざ
す 

非
営
利
団

体"Global Energy nterconnection 
D

evelopm
ent and C

ooperation 
O

rganization 

（GEID
CO

／
ジ
ェ
ー
ド

コ
）「
国
際
送
電
網
構
想
」
の
副
会
長
も

担
っ
た
。
そ
の

中
国
・
国
家
電

網
公
司
会
長
こ

そ
劉
振
亜
（Liu 

Zhenya

）、
中
国

共
産
党
中
央
委

員
で
、
孫
氏
と
は
蜜

月
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
。

つ
ま
り
再
エ
ネ
・

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
は

中
国
出
先
機
関
会
議
で
も
あ
る
の
だ
。

民
主
党
政
権
下
の
菅か

ん

首
相
時
に
、

F
I
T
法
（
固
定
価
格
買
取
制
度
）
の

発
案
創
始
者
で
あ
り
環
境
学
者
・

政
治
活
動
家
で
も
あ
る
飯
田
哲
也

氏
（
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
所

長
）
は
、
大
林
ミ
カ
氏
と
共
著
も
あ
り
、

2
0
0
0
年
来
、
反
原
発
運
動
で
密
接

な
関
係
に
あ
っ
た
。 

ま
た
、飯
田
氏
は「
日

本
維
新
の
会
」
よ
り
、
大
阪
市
と
府
の
特

別
顧
問
と
し
て
任
命
さ
れ
て
い
た
。

「
維
新
の
会
」
は
橋
下
徹
氏
が
創
設
し
、

大
阪
市
長
時
代
、
咲さ

き
し
ま洲

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

総
理
に
上
申
す
る
こ
と
自
体
、
看
過
で

き
な
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
組
織
の
所
有
者
が
組

織
行
動
を
制
御
す
る
た
め
の
仕
組
み
）
の
欠

如
を
露
呈
し
て
い
る
。 

そ
の
財
団
は
、
孫
正
義
（
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役

https://www.pveye.jp/
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国際送電網構想図

大林ミカ末吉竹二郎河野太郎王仲穎 李俊峰

小泉進次郎

出典：https://www.renewable-ei.org/

https://raeng.org.uk/

https://www.integral-japan.net/



の
不
明
瞭
な
入
札

で
、
上
海
電
力
を

ス
テ
ル
ス
参
入
で

招
い
た
張
本
人
で

あ
っ
た
。

こ
れ
が
今
、
日

本
各
地
で
拡
が

り
、
石
狩
当
別
町

で
も
巣
食
っ
て
し

ま
っ
て
、
風
車
反

対
運
動
は
難
航
し

て
い
る
。
そ
の
ブ

レ
ー
ン
こ
そ
、
竹

中
平
蔵
氏
そ
の
人

で
あ
る
。

竹
中
氏
が
元
理

事
長
だ
っ
た
「
東

済
産
業
副
大
臣
間
で
「
複
数
の
電
気
技

術
者
か
ら
の
内
部
告
発
が
あ
っ
た
。
中

国
H
U
A
W
E
I

製
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ

ム
の
管
理
ソ
フ
ト
が
、
共
産
党
や
軍
部

に
繋
が
る
不
正
制
御
の
危
険
性
、
導
入

拡
大
の
問
題
点
を
懸
念
し
て
い
る
」
と

の
質
疑
応
答
で
あ
っ
た
。

京
財
団
政
経
研
究
所
」
の
名
誉
研
究
員

が
、
八
田
達
夫
氏
で
再
エ
ネ
・
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
構
成
員
。

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
」
こ
そ
、
中

国
ス
パ
イ
の
陰
、
工
作
員
の
影
が
見
え

隠
れ
す
る
。
こ
れ
は
外
患
誘
致
罪
に
当

た
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
い
に
公
安
が

動
き
出
し
た
。

こ
れ
を
、
日
本
人
が
有
識
者
会
議
で
、

招
き
入
れ
て
い
る
の
だ
。
重
要
な
政
策

決
定
に
入
っ
て
い
る
こ
の
「
静
か
な
る

侵
略
／
サ
イ
レ
ン
ト
・
イ
ン
ベ
ー
ジ
ョ

ン
」
を
、
あ
な
た
は
何
と
見
る
。

4
月
８
日
、
参
議
院
行
政
監
視
委
員

会
に
て
、
自
民

党
の
青
山
繁
晴

議
員
と
岩
田
経

https://www.youtube.com/@kaneko.
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飯田哲也氏   https://ne-greena.jp/

https://note.com/nomuratomoaki



十
、
財
団
提
唱
「
ア
ジ
ア

送
電
網
」
に
潜
む
罠
、
有

事
の
際
に
電
力
遮
断
さ
れ

る
リ
ス
ク

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
」
は
、「「
ア

ジ
ア
ス
ー
パ
ー
グ
リ
ッ
ド
（
A
S
G
）」

と
は
、
ア
ジ
ア
各
地
に
豊
富
に
存
在
す

る
太
陽
光
、
風
力
、
水
力
な
ど
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
、
各
国
が
相
互
に

活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
各
国

の
送
電
網
を
結
ん
で
つ
く
り
だ
す
国
際

的
な
送
電
網
の
こ
と
で
す
」
と
解
説
す

る
が
、
こ
の
政
策
を
実
現
す
る
た
め
に

ロ
ビ
イ
ス
ト
（
利
益
団
体
が
議
会
に
直

接
働
き
か
け
て
立
法
を
促
す
活
動
を
す

る
人
）
と
し
て
内
閣
府
に
送
り
込
ん
だ

の
で
は
な
い
か
。
も
し
く
は
、
河
野
大

臣
が
招
き
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
A
S
G
構
想
で
ア
ジ
ア
の
通
信

網
、
電
気
網
の
イ
ン
フ
ラ
の
一
体
化
・

一
元
化
で
中
国
に
よ
る
他
国
の
植
民
地

化
、
支
配
化
が
容
易
と
な
る
。
サ
イ
バ
ー

テ
ロ
を
仕
掛
け
、
こ
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

を
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
す
れ
ば
、
日
本
は

一
網
打
尽
に
中
国
の
統
制
下
に
降
る
。

日
本
の
電
源
構
成
に
詳
し
い
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
エ
ネ
ル

ギ
ー
研
究
所
の
金
田

武
司
代
表
は
、

「『
電
線
は
ミ
サ

イ
ル
以
上
の
武
器

に
な
る
』
と
い
う

こ
と
を
認
識
す
べ
き

だ
。
送
電
網
を
通
じ

た
電
力
供
給
が
最

初
は
少
量
だ
と
し
て

も
、
徐
々
に
送
電
側

の
国
に
依
存
し
て
い

く
体
質
に
な
り
か
ね

な
い
。
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
み

て
も
、
結
果
的
に
天

然
ガ
ス
を
送
る
ロ
シ

ア
が
有
利
な
立
場
と

な
っ
た
。
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
安
全
保
障
に

つ
い
て
明
確
な
政
策

方
針
が
あ
り
、
日
本

が
海
外
に
依
存
す
る

こ
と
の
リ
ス
ク
を
明

確
に
認
識
し
な
い
限

り
、
安
易
に
国
際
的

な
議
論
を
す
べ
き
で

は
な
い
」
と
語
っ
た
。

こ
の
A
S
G
構
想
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
版
の
「
一
帯
一
路
」（
中
国
の

巨
大
経
済
圏
構
想
）だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
中
露
依
存
を
高
め
る
役
割
を
助
長

し
て
い
る
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
」

は
、何
処
ま
で
も
グ
レ
ー
で
、ブ
ラ
ッ

ク
な
の
だ
。

脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
再
生
可
能

な
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
転
換
し

て
い
く
取
り
組
み

G
X
（
グ
リ
ー
ン
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
に
、
政
府

が
1
5
0
兆
円
を

投
入
す
る
。
こ
と
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https://www.ueri.co.jp/

「自然エネルギー財団」HP より https://www.renewable-ei.org/

UHV/EHV の技術を使い、それぞれの地域で強固な送電網を構築。 UHV 直流あるいは交流送電により、 
地域間連系線を構築していく
アジア全域での自然エネルギーの有効利用が可能になる。

https://dep.sit.ac.jp/

グローバルエナジーインターコネクション　GEI 構想
2015 年　中国国家電網公司



率
な
石
炭
火
力
が
あ
り
、
低
コ
ス

ト
低
価
格
で
、
世
界
の
71
％
、
日

本
の
79
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
。

し
か
も
、
反
原
発
と
再
エ
ネ
を

セ
ッ
ト
に
邁
進
し
て
い
る
「
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
」。
協
力
提
携

す
る
相
手
中
国
は
、
原
子
炉
数
51

基
、
建
設
中
19
基
、
計
画
中
24
基
、

計
94
基
の
世
界
最
大
の
原
発
大

国
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
は
矛

盾
で
は
な
い
か
。
ど
う
し
て
理
念

と
現
実
が
違
う
の
か
。
ど
う
し
て

共
に
寄
り
添
っ
て
行
け
る
国
な
の

か
。
仲
な
の
か
。
そ
の
回
答
を
、

今
提
示
し
て
戴
き
た
い
。

こ
ん
な
バ
カ
な
構
図
を
許
し

て
よ
い
も
の
か
。

い
い
加
減
に
、
お
人
好
し
日
本

人
よ
、
目
を
覚
ま
せ
‼

に
北
海
道
が
狙
い
目
・
標
的
だ
。
こ
の

財
源
は
？　

国
民
の
血
税
が
み
な
吸
い

上
げ
ら
れ
、
外
資
と
外
国
人
投
資
家
に
、

利り
ざ
や鞘

を
み
な
持
っ
て
行
か
れ
る
。
し
か

も
日
本
の
技
術
手
法
が
、
丸
ご
と
盗
ま

れ
る
。
そ
れ
を
知
り
な
が
ら
、
イ
ン
フ

ラ
政
策
を
外
国
に
委
ね
て
い
る
河
野
太

郎
は
「
売
国
奴
」、
罷
免
に
値
す
る
。

慰
安
婦
問
題
で
、
父
洋
平
の
「
河
野
談

話
」
が
、
世
界
か
ら
誤
解
さ
れ
、
中
韓

の
餌
食
と
な
り
、
日
本
の
取
り
返
し
難

い
言げ

ん

質ち

と
な
っ
て
、
今
も
尚
、
日
本
を

貶
め
て
い
る
。
そ
れ
以
上
の
悪
の
連
鎖

が
、
今
起
こ
る
。
そ
し
て
、
水
道
を
民

営
化
し
仏
国
ヴ
ェ
オ
リ
ア
社
を
宮
城
県

に
上
陸
さ
せ
た
麻
生
太
郎
元
首
相
の
原

罪
の
大
き
さ
も
計
り
知
れ
な
い
。
イ
ン

フ
ラ
は
、
ど
こ
ま
で
も
自
国
で
死
守
す

べ
き
牙
城
で
あ
る
。

十
一
、
日
本
人
よ
、
目
を

覚
ま
せ
！
！
！

再
エ
ネ
こ
そ
、
中
国
に
よ
る
世
界

統
一
実
現
の
た
め
の
道
具
に
過
ぎ
な

い
。
脱
炭
素
の
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
に
、
日
本
政
府
も
国

民
も
、
踊
ら
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
再
エ
ネ
賦
課
金
5
兆
円
の
２

～
３
兆
円
は
、
中
国
に
還
流
し
て
い
る

事
実
に
、
国
民
は
憤

い
き
ど
おら

ね
ば
な
ら
な
い
。

C
O₂
排
出
量
は
、
中
国
が
33
％
、

日
本
は
3
％
で
1
／
11
。

ソ
ー
ラ
ー
、
風
車
を
作
っ
て
C
O₂

を
出
し
続
け
て
い
る
中
国
は
、
自
ら
脱

炭
素
活
動
を
せ
ず
、
削
減
を
日
本
に
一

方
的
に
強
要
し
、
中
国
製
の
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
を
日
本
に
押
し
付
け
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
は
新
疆
ウ
イ
グ
ル
族
の
強
制

労
働
に
よ
る
過
酷
な
人
権
侵
害
と
非
効

11

中国

中国の原発群　https://aait.co.jp/

出典：文化人放送局「中国に渡る政治資金／平井宏治氏が徹底解説④」より
https://www.youtube.com/@bunkajintv1

https://project.nikkeibp.co.jp/



十
二
、「
再
エ
ネ
賦
課
金
」

を
廃
止

こ
の
ま
ま
で
は
、
高
い
電
気
代
を
国

民
が
買
わ
さ
れ
、
再
エ
ネ
賦
課
金
が
益
々

増
え
て
増
税
の
一
途
を
辿
ら
ざ
る
を
得

な
く
な
る
。
世
界
か
ら
、
中
国
か
ら
馬

鹿
に
さ
れ
て
い
る
日
本
国
民
。

「
ど
う
す
る
、
日
本
人
！
」

再
エ
ネ
の
自
給
率

は
上
が
ら
な
い
。
ア

ジ
ア
と
大
陸
を
繋
ぐ

電
気
網
を
画
策
す
る

団
体
よ
、
財
団
よ
、

工
作
員
よ
。
売
国
に

手
を
貸
す
勿な

か

れ
。

「
再
エ
ネ
賦
課
金
の
廃
止
」
！
！
！

企
業
努
力
で
安
く
で
き
る
は
ず
の
電

気
料
金
。
国
民
ば
か
り
が
損
を
し
て
、

企
業
だ
け
が
得
を
す
る
。

北
電
は
、
何
と
前
年
2
6
8
・
5
億

円
の
赤
字
か
ら
、
昨
年
度
8
1
0
・

3
億
円
も
の
黒
字
転
換
。
純
利
益
が

5
3
6
・
6
億
円
。
こ
の
国
民
が
疲

弊
し
て
い
る
時
に
。
電
気
料
金
の
値
上

げ
で
、
向
こ
う
は
左ひ

だ
り
う
ち
わ

団
扇
な
の
だ
。

こ
の
30
年
間
、
国
民
は
給
料
が
下
が

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
上
が
っ
て
は
い

な
い
の
だ
。
世
界
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
、

さ
ら
に
諸
外
国
か
ら
毟む

し

り
取
ら
れ
て
い

る
現
状
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

国
民
よ
、
長
夜
の
眠
り
か
ら
目
を

覚
ま
し
て
、
今
こ
そ
立
ち
上
が
ろ

う
！！
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